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表 6　 予 備 の 羅 盆 の 搭載範囲

船 種 150t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 500t　〜
旅 客 船

国際 貨 物船

漁 船SOLAS 条約
旅客船

非国際 貨 物船

漁 船

旅 客船 （注 1）
国 際 貨物船

漁船
船舶設備 規定

旅 客船
非国 際
（注 3）

貨 物船

（注1）
　 　　 　 （注1＞

　 　 　 　 （注 1）漁船

圏
　 　 ：搭載範囲

　 　 ，soms 条約で 主管庁に より緩和可能な範囲 （主 管庁裁量 1

（注 1） ：ジャ イ ロ コン バス 、THD 又 は互 換性の ある羅盆 を備えた方位測 定コンパ ス装置を備えて いる場合ば省略可 能。ただし、総トン数15a トン 以上の 船舶であって遠洋

　 　 区域 又 は近海区 域を航行 区域 とするもの 〔限定近海船を除く。）につ い て は （注2に よること．〉［代替手段］

（注2） ：搭載義務として要 求される以外 のジャイロ コ ンパ ス 又 は船首方位 伝達装置であ っ て 、非常電源か ら給電で きるもの を搭載して い る場合は 省略可能 ［代替手

　 　 段］（MSC　1／Oirc．1224 どおり〉

（注 3） ：平水 区域 を航 行 区域 とす る船 舶 を 除く．

表 7 方位測定装置 （方位盤又 は コ ン パ ス 方位測定具） の 搭載範 囲

圏
　 　 　．搭載範囲

　 　 　：SOLAS 条約で 主 管庁 により緩和 可能な範囲 （主 管庁裁量｝

（注 D こジャイロ コン バ ス レピータを備えて い る場 合は 省略可能 ［代替手段］

（注 2） ：THD レピ
ー

タを備えて い る場 合は 省略可 能 ［代 替手段］

（注 3） ：沿海 区域 を航 行 区 域 とす る総 トン数 200トン未 満 （国 際航 海 に従 事する船舶 にあっ ては 150トン未満）の船舶 に概 ね船の 前方18ぴ の 物標方位測定な磁気コン

　 　 パ スを備 えて いる場 合 は省 略可 能［搭載免除 ］漁 船 以 外 は沿 海区域 を航行区 域とする船 舶に 限る．）
（注4〕 ：平水 区域を航行 区 域とする船 舶を除く。

41 ． 安全 設備規則及 び 関連検査要領に お け る改正 点 の解 説

　　　　　　　　　　　　（SOLAS 第 lll章改正 ）

1． は じ め に 2 ．改正 の 背景

　2008年2 月27 口付
一
部改 正 に よ り改正 され て い る安全 設

備規則及 び 同検査 要領 中，SOLAS 第III章改止 に関 す る 事

項 につ い て ，そ の 内容 を解 説 す る。な お，本 改 1Eは，2008

年7 月 1凵 か ら適 用 さ れ て い る 。（た だ し，安全設備規則及

び 関連 検査要領 3編 に 関 して は そ れ 以 前 に起工 又 は 同等段

階 にあ る船舶 に つ い て は，こ の 改正内容 を適用す る必要 は

ない 。）

　 2006年 末 に 開催 さ れ た IMO 第 82 回海 上 安全委貝会

（MSC82 ） に お い て ，　 SOLAS 条約第III章 の
一

部改 正 が 決議

MSC ，21．6（82）と して 採択 され，2008年 7月1 凵か ら発効 され

る こ と とな っ た c

　また ，平成 18乍 6 月 18L↑付 同土 交通省発 行 の 国海査 96

号 の 2 に 示 さ れ る 船 舶検査 の 方法 B 編 2 ，7 ，12 で
．
は ，

MSC ／Circ．1093 に 置 き換 わ る もの と して MSC ．1／Circ．1206

が 参照 さ れ た。

　 こ の た め
， 決議MSC ．216（82）及 び MSC ．1／Circ．1206 に 基

づ き，関連規定 を改 め た。
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3 ．改正 の 内容

〔1）安全設 備 規 則 2編 1．4．1−4．（1）・、（5）

　 保守整備 の 対象機器等を明記 した。（1）につ い て は，

　 国± 交通 省船舶検査 の 方法 B 編2，7．12，（2）か ら （5）に

　 つ い て は ，SOLAS 　III／20．11の 規定を取 り人 れ た 。

（2）安全設備規則 2編 1，4，3

　 SO 　LAS 　III／20．4の 規定 を取 り人 れ た 。

（3）安全設備規則 2編 3．2，1表3，1

　 表3．1最下 段 の 「救命艇並 び に 救命艇 の 進水装置及

　 び 負荷離脱装 置 の 保守整備が 終 ∫ した こ と を証 明 す

　 る 書類」 の 規定 につ い て は
，
2編 3．2．4−5．に 移項 した。

（4）安全設備規則2編3．2，3 表3．3

　 SOLAS 　III／20．11，1 − 3の 規定 を取 り入 れ た 。救命艇

　 の 模擬進水 に つ い て は
，
MSC ．1／Circ．1206 を参考 に

　 取 り入れ た 。

〔5）安全 設 f庸規貝［J2編3．2．3

　 SOLAS 　III／20．11．2及 び 20．11．3の 規定 を取 り入 れ ，

　 効力試験 に つ い て は 整備事業者 の 、1，／会い を 要 求 し

　 た．

（6）安全 設備規則 2編 3．2．44t・一一一6．

　 年次 検査 の 際 に整 備事業者 に よ り整 備が 行 わ れ，検

　 査 員 が 整 備 記 録 の 確 認 を行 う 旨，規 定 した。−6．に つ

　 い て は ，検査基 準 H の 前後 3 ヶ 月以 内に 整備事業者

　 に よ り整備 が 行 わ れ た 場 合 は，年次 検 査 時 に整 備 記

　 録 の 確 認 をする こ とで 差 し攴えな い 旨，規 定 した。

（7）安全設 備規則 2編 5．1．32 ．及 び一3．

　 SOLAS 　III／20，11の 規定を取 り人 れ た 。

（8）安全設 備規 則 2編 5，1．42．

　 旧 3．2．4 の 規定を移項 した 。開放点検 に つ い て は，

　 SOLAS 　III／20．11．2及 び 20，11，3の 規定 を取 り人 れ た 。

〔9）安 ノ

鳶言殳イ蓆規貝旺3詐扁

　 安全設備規則 3編 に お ける 改 正規則 とSOLAS 条約 の

　 条文番号 との 対応 を ト
．
表 に 纏 め る tt

安全 設備規則 3 編　　　　　 SOLAS 条約

2．1．3−2．（1）及 び （2） III132．3，2 及 び 32，3．3
2 ，5．1−7 ． III111．7
2．8．1（1） III！l4．1
2ユ 5．1・1，（2） III131．1．12
2．15．1−3，（2） III！31．1．3．2
2ユ 5．1−3．（4） III131ユ．3．4
2 ユ 5，2 III131，2
2ユ 6，3’3． III16，4．3

（10）安全 設 備規則検査 安領 2編 1．4．1

　　 国 卜交通 省 国海査 96号の 2に合 わ せ た。

〔11）安全設備規則検査要領 2編3，2．3

　　−L に つ い て は ，国 土 交通 省船舶検査 の 方法 に 合 わ せ

　　 た 。
−2．に つ い て は ，整備 の

一
環 と して ，効力試験が

　　実施 され る場合は，試験記録 の 確認 に留 めて よい 旨，

　　親 定 した。

（12）安 全設備規則検査要領 2編 32 ．4−2．

　　国 L交 通 省船 舶検査 の 方法 に 合わ せ た 。

〔13）安全 設 備 規 則 検 査 妾 領 3編 2．13．1

　　SOLAS 　III／35，5 の 規 定 を取 り入れ た 。

42 ， 安全設備規 則及 び関連検査 要領 に お ける改正 点の 解説

　　　　　　　　　　　（LSA コ
ー ド改正 ）

1．は じめ に

　2008年 2月 27 日付
一

部 改 正 に よ り改 正 され て い る安全 設

備 規 則 及 び 同検 査 要 領 中，LSA コ ード改 正 に 関す る 事項 に

つ い て，そ の 内容 を解 説 す る。な お，本 改 止 は，2008年 7

月 1 日か ら適用 され て い る、、（た だ し，そ れ 以 前 に起 ⊥ 又 は

同等段 階 に あ る 船舶 に つ い て は，こ の 改正 内 容 を 適 用 す る

必要 は ない Q ）

2 ．改正 の 背景

　2006 年末 に 開催 さ れ た IMO 第 82 回 海 上 安 全 委 員会

（MSC82 ） に お い て，　 SOLAS 条約第 III章の
一

部改 正 が 決議

MSC ．218（82）と して 採択 され ，2008年7 月1 凵か ら発効 さ れ

る こ と とな っ た。

　こ の た め，決議 MSC ．218（82）に 基づ き，関連規定を改め

た 。

3 ．改正 の 内容

〔1）安 全 設 備 規 則 3編 に お け る 改 ［L規則 とLSA コ
ードの

　 条文 番号 と の 対 応 を下 表 に 纏 め る 。

安 全 設 備 規 貝1」3 編 　 　 　 　 　 　 　LSA コ ード

1，1．2（24） （削 除 ） 1ユ、8
3，1．1・1．（10）
（原 文 通 り に 修 正 ）

1，2

3．4，1−2，（1） 2，3．1，1
3．10．2−2． 4．12 ．2
3．10．3−3．及 び 一4． 4，1．3．3 及 び 4，1．3．4
3ユ0．5−1，（18） 4．1．5．1，18
3．10．5−1．（19） 4 ，1，5．1ユ 9
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